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【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成28年８月12日

【会社名】 株式会社ピクセラ

【英訳名】 PIXELA CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　藤岡　浩

【本店の所在の場所】 大阪市浪速区難波中二丁目10番70号

【電話番号】 （06）6633－3500（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　　池本　敬太

【最寄りの連絡場所】 大阪市浪速区難波中二丁目10番70号

【電話番号】 （06）6633－3500（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役　　池本　敬太

【届出の対象とした募集(売出)有価証券の種類】 新株予約権証券

【届出の対象とした募集(売出)金額】 その他の者に対する割当　　　　　　　　　　　　

第８回新株予約権　　　　　　　　　　　　　　　 300,000円

新株予約権証券の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払

い込むべき金額の合計額を合算した金額　　　1,000,300,000円

 

(注)　新株予約権の権利行使期間内に行使が行われない場合及び

当社が取得した新株予約権を消却した場合には、新株予約権証券

の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払い込むべき金額

の合計額を合算した金額は減少します。

【安定操作に関する事項】 該当事項はありません。

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
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１ 【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

平成28年８月４日付で提出した第８回新株予約権に係る有価証券届出書の記載事項の一部に訂正すべき事項があっ

たこと及び平成28年８月12日に第35期第３四半期報告書を提出したことに伴い、これらに関連する事項を訂正するた

め、本有価証券届出書の訂正届出書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部 証券情報

第１ 募集要項

２ 新規発行による手取金の使途

 (2) 手取金の使途

第３ 第三者割当の場合の特記事項

６ 大規模な第三者割当の必要性

　(1) 大規模な第三者割当を行うこととした理由及び大規模な第三者割当による既存株主への影響についての取

締役会の判断の内容

第三部　追完情報

第四部　組込情報
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３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【証券情報】

第１ 【募集要項】

  ２ 【新規発行による手取金の使途】

 (2) 【手取金の使途】

（訂正前）

具体的な使途 金額 支出予定時期

①　LTE搭載ゲートウェイ開発費 55.15百万円 平成28年９月～平成29年10月

②　テレビ/VOD字幕翻訳システム開発費 41.1百万円 平成28年９月～平成29年10月

③ VRライブ配信システム開発費 26.1百万円 平成28年９月～平成29年９月

④　AI機能付き4K映像受信システム開発費 132.5百万円 平成28年９月～平成30年７月

⑤　カメラ画像　顔/表情認識サーバー開発費 78.3百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑥　音声認識対応コンシェルジュサーバー開発費 91.35百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑦　IoTビッグデータ分析サーバー開発費 65.25百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑧　TVチューナー搭載STB等製造に係る運転資金 508百万円 平成28年12月～平成29年４月
 

(注) １．２．＜略＞

３．平成28年８月４日開催の取締役会において、本新株予約権と合わせて別件新株予約権の発行についても決議

しております。別件新株予約権に係る手取金の使途は以下のとおりであります。

具体的な使途 金額 支出予定時期

①　LTE搭載ゲートウェイ開発費 59.875百万円 平成28年８月～平成29年10月

②　テレビ/VOD字幕翻訳システム開発費 41.1百万円 平成28年８月～平成29年10月

③ VRライブ配信システム開発費 26.1百万円 平成28年８月～平成29年９月

④　AI機能付き4K映像受信システム開発費 132.5百万円 平成28年８月～平成30年７月

⑤　カメラ画像　顔/表情認識サーバー開発費 78.3百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑥　音声認識対応コンシェルジュサーバー開発費 91.35百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑦　IoTビッグデータ分析サーバー開発費 65.25百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑧　TVチューナー搭載STB等製造に係る運転資金 508百万円 平成28年12月～平成29年４月
 

＜以下略＞
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（訂正後）

具体的な使途 金額 支出予定時期

①　LTE搭載ゲートウェイ開発費 47.7百万円 平成28年９月～平成29年10月

②　テレビ/VOD字幕翻訳システム開発費 41.1百万円 平成28年９月～平成29年10月

③ VRライブ配信システム開発費 26.1百万円 平成28年９月～平成29年９月

④　AI機能付き4K映像受信システム開発費 132.5百万円 平成28年９月～平成30年７月

⑤　カメラ画像　顔/表情認識サーバー開発費 78.3百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑥　音声認識対応コンシェルジュサーバー開発費 91.35百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑦　IoTビッグデータ分析サーバー開発費 65.25百万円 平成28年９月～平成30年２月

⑧　TVチューナー搭載STB等製造に係る運転資金 508百万円 平成28年12月～平成29年４月
 

(注) １．２．＜略＞

３．平成28年８月４日開催の取締役会において、本新株予約権と合わせて別件新株予約権の発行についても決議

しております。別件新株予約権に係る手取金の使途は以下のとおりであります。

具体的な使途 金額 支出予定時期

①　LTE搭載ゲートウェイ開発費 62.6百万円 平成28年８月～平成29年10月

②　テレビ/VOD字幕翻訳システム開発費 41.1百万円 平成28年８月～平成29年10月

③ VRライブ配信システム開発費 26.1百万円 平成28年８月～平成29年９月

④　AI機能付き4K映像受信システム開発費 132.5百万円 平成28年８月～平成30年７月

⑤　カメラ画像　顔/表情認識サーバー開発費 78.3百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑥　音声認識対応コンシェルジュサーバー開発費 91.35百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑦　IoTビッグデータ分析サーバー開発費 65.25百万円 平成28年８月～平成30年２月

⑧　TVチューナー搭載STB等製造に係る運転資金 508百万円 平成28年12月～平成29年４月
 

＜以下略＞

 
第３【第三者割当の場合の特記事項】

６ 【大規模な第三者割当の必要性】

(1) 大規模な第三者割当を行うこととした理由及び大規模な第三者割当による既存株主への影響についての取締役会

の判断の内容

（訂正前）

＜前略＞

しかしながら、当社取締役会の判断として、今回の資金調達は、～　＜中略＞　～　判断いたしました。その一

方で、本新株予約権及び別件新株予約権の発行を組み合わせた今回の資金調達のスキームは、による今回の資金調

達のスキームは、本新株予約権により割当先が当社に対して段階的に投資を行うことができるように配慮したもの

であります。加えて、当社及び当社既存の株主にとっても、本新株予約権は一度に大量の新株式を発行しないた

め、既存株式の希薄化が段階的に進む点で優位性があると判断して採用いたしました。

＜後略＞

 
（訂正後）

＜前略＞

しかしながら、当社取締役会の判断として、今回の資金調達は、～　＜中略＞　～　判断いたしました。その一

方で、本新株予約権及び別件新株予約権の発行を組み合わせた今回の資金調達のスキームは、（削除）本新株予約

権により割当先が当社に対して段階的に投資を行うことができるように配慮したものであります。加えて、当社及

び当社既存の株主にとっても、本新株予約権は一度に大量の新株式を発行しないため、既存株式の希薄化が段階的

に進む点で優位性があると判断して採用いたしました。

＜後略＞
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第三部 【追完情報】

（訂正前）

１．資本金の増減

＜略＞
 

２．事業等のリスクについて

後記「第四部 組込情報」に記載の有価証券報告書(第34期)及び四半期報告書(第35期第２四半期)(以下、「有価

証券報告書等」という。)に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等提出日以後、本有価証

券届出書提出日（平成28年８月４日）までの間において重要な変更があった事項は以下のとおりであります。

＜中略＞

(継続企業の前提に関する重要事象等)

当社グループは、前連結会計年度においては債務超過は解消したものの、４期連続の営業損失を計上しまし

た。　さらに当第２四半期連結累計期間においては１億93百万円の営業損失を計上し、当第３四半期連結累計期間

についても営業損失が拡大する見込みとなっております。よって、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しております。当社グループでは、当該状況を解消すべく新規事業の収益化への注力や固定

費の削減などの施策を実施しておりますが、本有価証券届出書提出日現在においては継続企業の前提に関する重要

な不確実性が認められます。

　

３．最近の業績の概要

＜後略＞

 
（訂正後）

１．資本金の増減

　　＜略＞
 

２．事業等のリスクについて

後記「第四部 組込情報」に記載の有価証券報告書(第34期)及び四半期報告書(第35期第３四半期)(以下、「有価

証券報告書等」という。)に記載された「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等提出日以後、本有価証

券届出書提出日（平成28年８月４日）までの間において重要な変更があった事項は以下のとおりであります。

＜中略＞

(継続企業の前提に関する重要事象等)

当社グループは、前連結会計年度においては債務超過は解消したものの、４期連続の営業損失を計上しました。

さらに当第３四半期連結累計期間においては３億23百万円の営業損失を計上し、３億87百万円の親会社株主に帰属

する四半期純損失となりました。よって、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在し

ております。当社グループでは、当該状況を解消すべく新規事業の収益化への注力や固定費の削減などの施策を実

施しておりますが、本有価証券届出書提出日現在においては継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められま

す。

　

「３．最近の業績の概要」の全文を削除
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第四部 【組込情報】

（訂正前）

次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書
事業年度
(第34期)

自　平成26年10月１日
至　平成27年９月30日

平成27年12月22日
近畿財務局長に提出

有価証券報告書の
訂正報告書

事業年度
(第34期)

自　平成26年10月１日
至　平成27年９月30日

平成28年１月６日
近畿財務局長に提出

四半期報告書
事業年度

(第35期第２四半期)
自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日

平成28年５月13日
近畿財務局長に提出

四半期報告書の訂
正報告書

事業年度
(第35期第２四半期)

自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日

平成28年５月20日
近畿財務局長に提出

 

なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(ＥＤＩＮＥＴ)を使用して提

出したデータを「開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について(電子開示手続等ガイドライ

ン)」Ａ４－１に基づき本届出書の添付書類としております。

 
（訂正後）

次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

有価証券報告書
事業年度
(第34期)

自　平成26年10月１日
至　平成27年９月30日

平成27年12月22日
近畿財務局長に提出

有価証券報告書の
訂正報告書

事業年度
(第34期)

自　平成26年10月１日
至　平成27年９月30日

平成28年１月６日
近畿財務局長に提出

四半期報告書
事業年度

(第35期第３四半期)
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

平成28年８月12日
近畿財務局長に提出

（削除）

 

なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(ＥＤＩＮＥＴ)を使用して提

出したデータを「開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について(電子開示手続等ガイドライ

ン)」Ａ４－１に基づき本届出書の添付書類としております。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月12日

株式会社ピクセラ

取締役会　御中

新月有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　　公認会計士　佐　野　明　彦　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
　　公認会計士　岡　本　光　弘　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ピクセ
ラの平成27年10月１日から平成28年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平
成28年６月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸
表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と
認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ピクセラ及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政
状態並びに同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。

 
強調事項　

１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度において債務超過は解消したもの

の、４期連続の営業損失を計上した。さらに当第３四半期連結累計期間においては３億23百万円の営業損失を計上

し、３億87百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失となり、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ

るような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。

なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半

期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期連結財務諸表

に反映されていない。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、平成28年７月29日に、第６回新株予約権の行使により新株の発行が行わ

れ、会社の資本金及び資本準備金が増加している。

３．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成28年８月４日開催の取締役会において、第三者割当による第

７回新株予約権及び第８回新株予約権の発行を決議している。

 
当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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